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10年の道しるべ
竹田市総合計画を策定しました。

　

竹
田
市
で
は
、
今
後
10
年
間
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営

の
指
針
と
な
る
竹
田
市
総
合
計
画

「
た
け
た
活
力
創
造
計
画
２
０
０
６
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
竹
田
、
荻
、
久
住
、

直
入
各
地
域
に
設
置
さ
れ
た
地
域

審
議
会
の
皆
様
か
ら
意
見
を
伺
い

な
が
ら
策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
各
分
野
の
第
一
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
27
名
の
委
員

か
ら
な
る
竹
田
市
総
合
計
画
審
議

会
を
設
置
し
、
様
々
な
視
点
か
ら

議
論
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
議

会
に
お
い
て
も
慎
重
な
審
議
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
竹
田
市
初
の
総

合
計
画
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

の
協
力
の
も
と
、
夢
と
希
望
の
あ

る
計
画
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

計
画
づ
く
り
は
、
そ
れ
自
体
が

目
的
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
少
子
・
高
齢
化
の

進
行
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

高
度
情
報
化
等
、
急
速
に
変
化
す

る
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、市
民
、地
域
社
会
と
行
政
が
連

携
を
図
り
、
お
互
い
の
信
頼
と
役

割
分
担
の
う
え
で
協
働
関
係
を
確

立
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
本
計
画
で
は
「
自

然
と
共
生
す
る
住
み
や
す
い
里

づ
く
り
」「
未
来
を
担
う
心
豊
か

な
人
づ
く
り
」「
や
す
ら
ぎ
と
安

心
に
満
ち
た
支
え
あ
う
く
ら
し
づ

く
り
」「
自
然
の
恵
み
を
活
か
し

結
び
合
う
ま
ち
づ
く
り
」「
公
民

協
働
に
よ
る
ふ
れ
あ
う
地
域
づ
く

り
」
を
基
本
方
針
と
し
、
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
「
自
然
・
歴
史
・

文
化
を
育
む
名
水
名
湯
田
園
観
光

都
市
」
を
築
い
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
竹
田
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
を
示
し
た

「
基
本
構
想
」
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

計
画
の
構
成

　

本
計
画
は
、「
基
本
構
想
」、「
基

本
計
画
」、「
実
施
計
画
」
の
３
部

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

  「
基
本
構
想
」

　

平
成
27
年
を
目
標
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
理
念
と
将
来
像
を
定

め
、
将
来
像
実
現
の
た
め
の
施
策

の
基
本
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

  「
基
本
計
画
」

　

基
本
構
想
で
示
し
た
施
策
の
大

綱
に
基
づ
き
、
将
来
像
実
現
に
必

要
と
な
る
具
体
的
な
施
策
を
分
野

別
に
体
系
化
し
て
い
ま
す
。
10
年

間
の
計
画
期
間
の
う
ち
、
必
要
に

応
じ
て
５
年
後
の
平
成
23
年
度
に

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

  「
実
施
計
画
」

　

基
本
計
画
で
示
し
た
施
策
を
事

業
と
し
て
実
施
す
る
た
め
に
、
事

業
の
優
先
順
位
や
財
政
状
況
等
に

基
づ
い
て
、
具
体
的
に
各
種
計
画

の
調
整
を
図
る
計
画
で
す
。
３
年

間
を
期
間
と
す
る
ロ
ー
リ
ン
グ
方

式
で
毎
年
度
策
定
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

　

☎ 
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
１
、２
２
２
）

平成 18年 4月　　　　　　　　　　　　　　平成 23年 4月　　　　　　　　　　　　　　平成 28年 3月

基本構想

前期基本計画 後期基本計画

実施計画

実施計画

実施計画

3年間を期間とするローリング方式で毎年策定

→
本
庁
企
画
情
報
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、　

　

各
公
民
館
等
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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基本構想の概要
■まちづくりの基本理念

地域連携による
人・地域社会の育成

地域特性を活かした
便利で快適な生活環境の形成

地域ブランドの創出による
活力の強化

広域的観光ゾーンの形成と
交通網体系の充実

・行政と市民との協働による市民の視点での地域運営
・市民がまちづくりに参加できる体制づくり

・生活基盤の整備を推進し居住環境の向上を図る
・市民のニーズに合った福祉サービスの充実

・交流人口の拡大と定住促進、雇用の創出
・あらゆる視点から竹田ブランド創出

・広域的な観光ゾーンの形成
・周遊性を高めるための広域的交通ネットワークの充実

具
体
的
に
は

■将来都市像

自然・歴史・文化を育む名水名湯田園観光都市

＜まちづくりの基本方針＞

自然と共生する住みやすい里づくり

未来を担う心豊かな人づくり

やすらぎと安心に満ちた支えあうくらしづくり

自然の恵みを活かし結び合うまちづくり

公民協働によるふれあう地域づくり

■将来像実現のためのまちづくり戦略

重視すべき着眼点と
まちづくり戦略

Ａ

B C

安全・安心な
　竹田の「住む」

自然や地域文化を活かした
竹田の「産業・経済」

地方の時代にふさわしい
竹田の「市民社会と行政改革」

　地方の時代にふさわしい「パートナー
　シップ」を創造する公民連携づくり
・市民によるまちづくり活動の支援
・行政分野別の市民参加手法の研究と導入
・市民参加による公共サービスの仕組み
　づくり

　自然や地域文化を活かした「経済システ
　ム」を創造する竹田ブランドづくり
・地域ブランドづくりと観光 PR、広報活動
　の展開
・既成市街地・中心集落の整備
・観光ルートの整備
・ツーリズムの推進

　安全・安心な「さわやかスローライフ」　
　を創造する生活環境づくり
・多世代に対応した住宅政策の実施
・住宅地周辺の環境整備
・医療・福祉サービスの充実
・子育て支援・児童福祉の充実
・地域情報ネットワークの充実
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竹田市の将来像－「自然・歴史・文化を育む名水名湯田園観光都市」
　竹田市が誇る豊かで多様な自然、歴史、文化は、本市が発展を続けるために欠くことのできない貴重な地域資
源です。これらの地域資源は、本市の発展的なまちづくりにおいて重要な役割を果たします。
　自然と共生する住環境の整ったまち、歴史・文化の香りに満ちた心豊かな生活、健康で安らかな日常が保障され、
皆が活き活きと働くことのできるまち、にぎやかに行き交う人々。これが本市の将来の姿です。
　この将来の姿を実現するためには、行政と市民のパートナーシップによって、“自然・歴史・文化” を “育ん”
でいかなければなりません。それによって、本市は「名水名湯田園観光都市」として新たな発展の道を歩んでい
くことができるのです。
　竹田市総合計画では、まちづくりの将来像「自然・歴史・文化を育む名水名湯田園観光都市」をふまえ、５つの
基本方針を定めました。その基本方針に基づいた 32 の基本施策と、基本施策に沿って実際に実施する主要施策
を今後 10年間に実施します。
　なお、本計画で示した施策の基本的方向は、各事業担当課が作成する実施計画に反映されることになります。

 

基
本
方
針
、基
本
施
策
及
び
主
要
施
策

■
自
然
と
共
生
す
る
住
み
よ
い
里
づ
く
り

①
自
然
と
の
共
生

 

・
自
然
環
境
の
保
全

 

・
循
環
型
社
会
の
構
築

 

・
水
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
開
発
と
確

　

保

 

・
産
業
廃
棄
物
対
策

 

・
環
境
教
育
の
推
進

②
生
活
基
盤
整
備

 

・
公
営
住
宅
や
住
宅
団
地
の
整
備

 
・
上
水
道
の
整
備
促
進

 
・
簡
易
水
道
の
整
備
促
進

 

・
下
水
道
の
整
備
促
進

 

・
生
活
排
水
対
策
施
設
の
整
備

 

・
都
市
公
園
等
の
計
画
的
な
整
備

③
道
路
・
交
通
網
整
備

 

・
域
外
と
の
交
流
の
た
め
の
広
域
的
道
路
網

　

の
整
備

 

・
生
活
に
密
着
し
た
生
活
道
路
網
の
整
備

 

・
地
域
高
規
格
道
路
「
中
九
州
横
断
道
路
」

　

の
早
期
着
工
へ
向
け
た
国
へ
の
働
き
か

　

け

 

・
公
共
交
通
の
拡
充

④
情
報
基
盤
整
備

 

・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
推
進
体
制
の

　

確
立

 

・
情
報
発
信
拠
点
の
整
備

⑤
土
地
利
用

 

・
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
の
推
進

 

・
地
籍
調
査
事
業
の
推
進

⑥
市
街
地
整
備

 

・
魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成

 

・
街
な
み
景
観
整
備
の
推
進

⑦
消
防
・
救
急
・
防
災
対
策

 

・
消
防
力
の
強
化

 

・
救
急
救
助
業
務
の
推
進

 

・
防
災
対
策
の
強
化

 

・
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
強
化

 

・
ダ
ム
事
業
の
推
進

⑧
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

 

・
交
通
安
全
施
設
の
整
備

 

・
交
通
安
全
教
育
の
充
実

 

・
交
通
安
全
関
連
組
織
の
充
実

 

・
防
犯
対
策
の
充
実

 

・
消
費
者
保
護
の
充
実

⑨
温
泉
の
有
効
活
用

 

・
市
営
温
泉
の
充
実

 

・
温
泉
の
高
度
利
用

 

・
泉
源
保
護
対
策

■
未
来
を
担
う
心
豊
か
な
人
づ
く
り

⑩
生
涯
学
習
の
充
実

 

・
生
涯
学
習
の
充
実
と
体
系
化

 

・
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
確
立

 

・
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

・
そ
の
他
教
育
学
習
施
設
の
利
用
拡
大

⑪
学
校
教
育
の
充
実

 

・
幼
児
教
育
の
充
実

 

・
義
務
教
育
の
充
実

 

・
学
校
給
食
の
充
実

 

・
学
校
規
模
の
適
正
化
と
特
色
あ
る
学
校

　

づ
く
り

 
・
専
門
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
の
誘
致

⑫
社
会
教
育
の
充
実

 

・
社
会
教
育
推
進
体
制
の
整
備

 

・
社
会
教
育
機
会
の
充
実

 

・
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成

 

・
公
民
館
活
動
の
推
進

⑬
歴
史
や
文
化
の
保
全
・
継
承

 

・
文
化
遺
産
の
保
護
と
継
承

 

・
郷
土
の
歴
史
や
資
料
館
、
文
化
施
設
の

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

⑭
芸
術
文
化
の
振
興

 

・
文
化
・
芸
術
活
動
の
支
援

 

・
文
化
交
流
と
情
報
発
信

⑮
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

　

の
支
援

 

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

　

拠
点
づ
く
り
と
連
携

 

・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
交
流
機
会
の
拡

　

大

 

・
豊
か
な
自
然
環
境
と
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動

　

の
充
実

 

・
国
民
体
育
大
会
の
開
催

■
や
す
ら
ぎ
と
安
心
に
満
ち
た

　

支
え
あ
う
く
ら
し
づ
く
り

⑯
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

 

・
医
療
体
制
の
整
備
・
充
実
の
地
域
間
の
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
化

 

・
救
急
医
療
体
制
の
充
実

 

・
二
次
救
急
医
療
の
質
的
向
上

⑰
高
齢
者
支
援
施
策
の
充
実

 

・
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の
促
進
と
健
康

　

づ
く
り
の
推
進

 

・
福
祉
施
策
の
拡
充

 

・
地
域
支
援
事
業
の
効
果
的
な
推
進

 

・
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
か
つ
安
定
的
な
運

　

営
⑱
障
が
い
者
支
援
の
充
実

 

・
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
福
祉
サ
ー

　

ビ
ス
の
充
実

 

・
障
害
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

 

・
地
域
に
お
け
る
自
立
支
援

⑲
社
会
保
障
の
充
実

 

・
低
所
得
者
福
祉
の
充
実

 

・
国
民
健
康
保
険
の
充
実
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・
国
民
年
金
の
充
実

⑳
子
育
て
支
援
の
充
実

 

・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

 

・
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援

 

・
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

 

・
児
童
・
母
子
（
父
子
）
福
祉
の
充
実

 

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
、
教
育
の
連
携

㉑
地
域
福
祉
活
動
の
強
化

 

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
機
能
強
化

 

・
地
域
福
祉
拠
点
の
整
備

 

・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

 

・
地
域
福
祉
推
進
体
制
の
確
立
と
地
域
ケ
ア

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

㉒
健
康
づ
く
り
の
推
進

 

・
各
種
健
康
づ
く
り
事
業
に
よ
る
予
防
活
動

　

の
充
実

 

・
健
康
づ
く
り
組
織
の
育
成
と
環
境
整
備

■
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
結
び
合
う

　

ま
ち
づ
く
り

㉓
農
林
・
畜
産
業
の
振
興

 

・
農
産
物
の
生
産
振
興

 

・
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
と
農
業
起
業

　

者
の
育
成

 

・
農
産
物
加
工
所
、
直
売
所
の
整
備
と
流

　

通
体
制
の
整
備

 

・
畜
産
の
振
興

 

・
農
村
環
境
の
整
備
・
保
全

 

・
特
用
林
産
物
の
振
興

 

・
産
業
振
興
に
資
す
る
道
路
整
備

 

・
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
と
多
面
的
活

　

用

 

・
施
設
園
芸
の
振
興

 

・
研
究
機
関
・
観
光
産
業
と
の
連
携

 

・
経
営
感
覚
に
優
れ
た
経
営
体
の
育
成

㉔
内
水
面
漁
業
の
振
興

 

・
河
川
、
ダ
ム
漁
業
環
境
の
充
実

 

・
養
殖
業
者
の
支
援

㉕
商
業
の
振
興

 

・
中
心
市
街
地
及
び
各
商
店
街
の
活
性
化

 

・
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地
域
商
業
形

　

態
の
創
出

 

・
起
業
化
の
推
進

㉖
工
業
（
製
造
業
）
の
振
興

 

・
企
業
誘
致
と
就
労
環
境
の
整
備

 

・
起
業
化
支
援
の
充
実

㉗
観
光
の
振
興

 

・
広
域
的
な
周
遊
型
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　

確
立

 

・
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
や
観
光
資
源
の
付
加
価

　

値
化
の
促
進

 

・
効
果
的
な
観
光
情
報
の
発
信

 

・
地
域
資
源
の
有
効
活
用

 

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
都
市
住
民
と
の
交
流

　

促
進

 

・
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
と
保
養
温
泉
地
環

　

境
の
整
備

 

・
稲
葉
ダ
ム
周
辺
整
備
に
よ
る
観
光
振
興

 
・
観
光
の
担
い
手
の
育
成

㉘
就
労
環
境
の
整
備

 
・
雇
用
・
勤
労
者
対
策

■
公
民
協
働
に
よ
る
ふ
れ
あ
う
地
域
づ
く
り

㉙
地
域
経
営
の
推
進

 

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
化

 

・
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

 

・
適
正
な
人
員
配
置
計
画
の
推
進

 

・
効
率
的
な
行
政
運
営
推
進

 

・
財
政
基
盤
の
強
化

㉚
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

 

・
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

 

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
強
化

㉛
人
権
の
尊
重

 

・
男
女
共
同
参
画
の
推
進

 

・
女
性
の
働
く
環
境
の
充
実

 

・
人
権
教
育
の
支
援

 

・
同
和
対
策
の
推
進

32
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
の
充
実

 

・
地
域
間
交
流
の
充
実

 

・
国
際
交
流
の
充
実

 

・
国
際
化
に
対
応
し
た
人
・
ま
ち
づ
く
り

　

ま
た
、
本
計
画
で
は
将
来
像
実
現
の
た

め
に
三
つ
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
を
組
み
立

て
ま
し
た
。

Ａ　

安
全
・
安
心
な
「
さ
わ
や
か
ス
ロ
ー

　

ラ
イ
フ
」
を
創
造
す
る
生
活
環
境
づ
く
り

Ｂ　

自
然
や
地
域
文
化
を
活
か
し
た
「
経

　

済
シ
ス
テ
ム
」
を
創
造
す
る
竹
田
ブ
ラ

　

ン
ド
づ
く
り

Ｃ　

地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
パ
ー

　

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
創
造
す
る
公
民
連

　

携
づ
く
り

　

こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
は
、
決
し

て
大
規
模
な
開
発
事
業
や
斬
新
な
制
度
改

革
を
目
玉
事
業
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
合
併
に
よ
り
革
新
の
条
件
が
整
っ

た
新
生
竹
田
市
に
お
い
て
「
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
ど
ん
な
観
点
に
立
ち
、
何
か
ら

は
じ
め
る
か
」
と
い
っ
た
着
眼
点
と
シ
ナ

リ
オ
を
見
定
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た

も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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100 ％

の
再
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を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18 年 7月 31日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,321 人　　( － 33 人 )
　男性　12,782 人　 ( － 16 人 )
　女性　14,539 人　 ( － 17 人 )
世帯数　10,758世帯 (－18世帯)

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第18回

　

山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
草
地

に
生
育
す
る
高
さ
80
㌢
ほ
ど
に
な

る
２
年
草
で
す
。
茎
は
地
面
上
に

斜
め
に
広
が
る
状
態
に
な
り
、
ま

と
ま
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

対
生
の
葉
は
根
生
葉
は
ロ
ゼ
ッ

ト
状
に
な
り
ダ
イ
コ
ン
の
葉
を
連

想
さ
せ
て
羽

は
ね
じ
ょ
う状

に
裂
け
、上
部
の

も
の
は
裂れ

つ
へ
ん片

が
細
く
な
り
、上
の

葉
と
基
部
の
葉
で
は
ず
い
ぶ
ん
形

が
違
い
ま
す
。

　

秋
の
頃
、
花か

け
い茎

の
先
に
青
紫

色
の
径
４
㌢
ほ
ど
の
頭と

う
か花

（
複
数

の
花
が
集
ま
り
、
一
つ
の
花
の
よ

う
に
見
え
る
も
の
）
を
咲
か
せ
ま

す
。
花
形
が
面
白
く
、
中
心
部
に

５
裂
す
る
小
さ
な
筒と

う
じ
ょ
う
か

状
花
、
外
側

は
唇

く
ち
び
る
じ
ょ
う

状
と
な
り
、
上
に
小
さ
な

２
裂
片
、
下
に
大
き
な
３
裂
片
の

舌ぜ
つ
じ
ょ
う
か

状
花
が
あ
り
、
と
て
も
独
特
な

形
を
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
の
和
名
の
由
来

は
、昔
、六ろ

く

部ぶ

（
修
行
す
る
行あ

ん
ぎ
ゃ
そ
う

脚
僧
）

と
呼
ば
れ
た
巡
礼
が
鐘か

ね

を
た
た
い

て
お
布ふ

せ施
を
も
ら
っ
た
こ
の
鐘
の

音
が「
松ま

つ
む
し虫

」と
い
わ
れ
、果
実（
写

真
）
の
形
が
そ
の
鐘
に
似
て
い
る

の
で
、松ま

つ
む
し
そ
う

虫
草
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
久
住
高
原
や
く
じ
ゅ

う
山
系
の
草
地
に
点
々
と
観
察
さ

れ
ま
す
が
、
ス
ス
キ
や
ノ
リ
ウ
ツ

ギ
の
侵
入
で
生
育
環
境
が
悪
く
な

り
激
減
し
ま
し
た
。
花
期
は
８
月

か
ら
10
月
で
す
。

阿孫　久見

マツムシソウ（マツムシソウ科）

◇
お
盆
を
過
ぎ
て
、
朝
夕
が
涼
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
雷
は
苦
手

で
す
が
、
窓
の
外
に
コ
オ
ロ
ギ
の

声
を
聞
く
と
、
秋
も
近
い
と
思
え

ま
す
。
◇
市
立
図
書
館
に
蔵
書
さ

れ
た
「
オ
シ
ム
の
言
葉
」
を
私
も

購
入
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
の
新
監
督
と
し
か
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
本
を
読
む
と
深
い

人
だ
と
認
識
を
改
め
ま
し
た
。
さ

て
、こ
の
本
の
中
に
、セ
ル
ビ
ア
の

ス
ト
イ
コ
ビ
ッ
チ
氏
へ
の
手
土
産

に
執
筆
者
が
大
分
の
焼
酎
を
持
っ

て
い
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

り
ま
し
た
。
ぽ
つ
ん
と
出
て
き
た

大
分
の
地
名
が
な
ぜ
か
面
白
く
、

こ
の
焼
酎
は
な
ん
だ
ろ
う
？
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
吉
野
）

第59回大分県民体育大会
　竹田市選手団に、市民の皆さんの
声援をお願いします！
主日程
　9月 16日㈯～ 18日㈪
会　　場　県内 10市３町及び県外
実施競技　郡市対抗競技 34競技、公
　開競技 11競技
竹田市で開催される競技
　ソフトボール男子・女子（16 ～ 17
　日／竹田市総合運動公園、飛田川
　野球場、県立竹田商業高校）
　山岳（16～ 18日／久住山系）
竹田市選手団結団式
　9月 7日㈭　18:30 ～
　場所　竹田市体育センター
●お問い合せ　生涯学習課
　☎ 63-1111（内線 343・344）

   

平
成
18
年
10
月
１
日
現
在
で
総
務
省
統
計
局　
大
分
県
で
は

  

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

10
月
１
日
、
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業
を
対
象
に
、
平
成

18
年
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
９
月
下
旬
か
ら
調

査
員
が
各
事
業
所
へ
調
査
票
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
記
入
漏
れ
の

な
い
よ
う
記
入
し
、
調
査
員
証
を
携
行
し
て
い
る
調
査
員
に
お
渡
し

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  「
わ
か
り
ま
す　

暮
ら
し
と
社
会
の　

未
来
地
図
」

   

平
成
18
年
10
月
20
日
現
在
で
総
務
省
統
計
局　
大
分
県
で
は

  

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

全
国
の
約
８
万
世
帯
を
対
象
に
、
１
日
の
生
活
時
間
の
使
い
方
や

日
常
の
様
々
な
活
動
の
状
況
を
調
査
し
、「
よ
り
よ
い
暮
ら
し
と
社

会
」
の
た
め
に
役
立
て
る
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
統
計
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

企
画
情
報
課
企
画
調
整
係　

☎
63‒
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）


